
 【重要】生活道路の法定速度が 

60km/h から 30km/h へ引き下げ 

住宅地などの狭い生活道路では、2026 年 9 月 1 日の道路交通

法施行令改正により、速度制限の標識がない場合でも、対象とな

る生活道路の法定速度がこれまでの時速 60km から時速 30km

に引き下げられます。 

対象となる道路 

・中央線や車両通行帯が設けられていない一般道路 

・中央分離帯などにより、往復方向に分離されていない道路 

・主に地域住民の日常生活に利用されるような生活道路 

変更されない道路(すべての道路が 30km/h になるわけではありません) 

・中央線や車両通行帯が設けられている一般道路は、引き続き 

法定速度 60km/h 

・中央分離帯などにより往復方向が分離されている一般道路は、 

引き続き法定速度 60km/h 

・最高速度の標識等がある場合は、その指定速度が優先 

30 キロ制限の理由 

・時速 30km を超えると、歩行者と衝突した際の致死率が 

急激に上がるため 

・狭い生活道路での歩行者や自転車の安全を守るため 

  ドライバーの皆さんへ 

「急がず・焦らず・ゆっくりと」 

住宅地では、子どもや高齢者などが突然道路に出てくることがあります。 

速度を落とし、周囲をよく確認して、思いやりのある安全運転をお願いします。 

交通事故のない 

「安全・安心な野田地区」をみんなでつくりましょう！ 

2026 年 9 月 1 日から新ルールです 

 

         
    

裏面へ 

野田まちづくり協議会・野田地区自治会連合会・野田地区見守り隊 

生活道路では、30km/h を守り、周囲の状況に応じてさらに速度を落としましょう。 

 

警視庁広報啓発ポスター 
野田地区周辺の速度規制地図 
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野田地区周辺の速度規制地図 


